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メ
ッ
ド
氏
は「『
牛
』は
、
我
が
国

に
電
気
を
も
た
ら
す
有
効
な
資
源

な
の
で
す
」と
語
る
。

発
電
所
を
越
え
た
複
合
施
設

　

エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
ス
・
バ
イ
オ
エ

ナ
ジ
ー
社
が
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、

「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た

売
電
事
業
」に
留
ま
ら
な
い
点
だ
。

　

ま
ず
、
発
電
機
の
排
熱
を
使
っ

た
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
、
牛
乳
を
冷
蔵
し
て
販

売
す
る
。
こ
れ
ま
で
は
保
存
が
で

き
な
か
っ
た
た
め
に
、
約
３
割
の

牛
乳
が
廃
棄
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

そ
の
分
が
利
益
と
し
て
上
乗
せ
で

き
る
と
い
う
わ
け
だ
。

　

メ
タ
ン
ガ
ス
を
取
り
出
し
た
後

の
牛
糞
は
、
窒
素
・
リ
ン
・
カ
リ

ウ
ム
を
豊
富
に
含
ん
だ
液
肥
に
変

わ
る
。
こ
の
肥
料
も
、
販
売
可
能

な
商
品
だ
。
ま
た
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
オ
フ
セ
ッ
ト
・
ク
レ
ジ
ッ
ト

制
度
を
用
い
る
こ
と
で
、
発
電
に

使
っ
た「
メ
タ
ン
の
消
費
量
」
が

そ
の
ま
ま
商
品
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
牛
舎
に
は
、
余
剰
電

力
を
使
う
こ
と
の
で
き
る
、
ご
く

小
規
模
の
診
療
所
や
学
校
、
銀
行

な
ど
の
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ペ
ー

　

牛
が
排
出
す
る「
牛
糞
」を
、
酸

素
の
無
い
環
境
下
で
発
酵
さ
せ
る

と
、
微
生
物
の
働
き
に
よ
り
メ

タ
ン
ガ
ス
が
発
生
す
る
。
10
頭
の

牛
が
毎
日
排
出
す
る
約
１
５
０
㌔

㌘
の
牛
糞
か
ら
取
り
出
せ
る
メ

タ
ン
ガ
ス
は
、
毎
時
間
５
立
㍍
に

も
お
よ
ぶ
。

　

こ
の
燃
料
を
使
っ
た
、
エ
マ
ー

ジ
ェ
ン
ス
・
バ
イ
オ
エ
ナ
ジ
ー
社

に
よ
る
最
も
小
規
模
な「
牛
糞
発

電
所
」
は
、
６
│
８
㌔
㍗
時
の
電

力
を
１
日
に
つ
き
約
７
時
間
供
給

で
き
る
。
こ
れ
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球

に
よ
っ
て
、
10
│
30
世
帯
の
家
に

灯
り
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る

発
電
量
だ
。
照
明
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
携
帯
電
話
を
充
電
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
に
な
る
。

　

牛
糞
発
電
所
は
、
燃
料
代
が
か

か
ら
な
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
現
状
、
20
│
28
タ
カ（
約
26
円

│
36
円
）／
㌔
㍗
時
で
販
売
さ
れ

て
い
る
電
気
を
、８
タ
カ（
約
10
円
）

／
㌔
㍗
時
で
販
売
す
る
予
定
だ
。

　

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
畜
産
が

盛
ん
、
全
国
で
約
２
３
０
０
万
頭

の
牛
が
飼
育
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

同
社
の
専
務
、
フ
ィ
ラ
ス
・
ア
フ

　

約
９
５
０
０
万
人（
１
２
０
０
万

世
帯
）が
非
電
化
地
域
に
住
む
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
、
農
村
部
を
中

心
に
強
い
電
力
ニ
ー
ズ
が
存
在
す

る
。
同
国
最
大
手
の
携
帯
会
社
グ

ラ
ミ
ン
フ
ォ
ン
の
創
設
者
、
イ
ク

バ
ル
・
カ
デ
ィ
ー
ア
氏
が
立
ち
上

げ
た「
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
ス
・
バ
イ
オ

エ
ナ
ジ
ー
」社
は
、「
牛
舎
を
発
電

所
に
す
る
」と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
事

業
を
始
め
て
い
る
。

ス
を
設
け
る
。

「
牛
」の
あ
ら
ゆ
る
資
源
を
活
用

す
る
こ
の
施
設
を
、
彼
ら
は「
Ｅ

Ｂ
Ｕ
Ｓ（
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
ス
・
バ
イ

オ
エ
ナ
ジ
ー
・
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
・

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）」と
名
付
け
た
。

　

牛
糞
の
発
酵
に
よ
り
生
じ
る
メ

タ
ン
ガ
ス
の
供
給
が
不
安
定
で
あ

り
、
発
電
機
が
う
ま
く
稼
働
し
な

か
っ
た
と
い
う
課
題
を
解
決
し
た

彼
ら
は
、
今
年
か
ら
普
及
拡
大
に

乗
り
出
す
。
３
万
の
村
落
に

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
持
つ
、
バ
ン
グ
ラ

デ
ッ
シ
ュ
最
大
手
の
Ｎ
Ｇ
О
ブ

ラ
ッ
ク
と
連
携
し
、
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
。
２
０
２
０
年
ま

で
に
、
１
万
８
６
２
３
カ
所
に
Ｅ

Ｂ
Ｕ
Ｓ
を
設
置
す
る
計
画
だ
。

（
瀬
戸 

義
章
）
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バングラディシュ

牛舎を改築した発電所

１
２
０
０
万
世
帯
を
灯
す

「
牛
糞
発
電
所
」

内
部
の
電
力
ユ
ニ
ッ
ト
と
冷
蔵
庫


